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平成２５年度事業報告 

 

１．事業概要 

日本の経済状況は、現政権が打ち出した各種経済対策の効果により、徐々に回

復の兆しが見えてきており、大手輸出関連企業においては久方ぶりのベースアッ

プの話題が取りざたされたところです。 

しかしながら、4 月の消費増税及びこれに伴う駆け込み需要の反動減など、先

行見通しはいまだ不透明な様相を呈しており、日々の生活に回復の手応えを感じ 

られるまでには更に時間がかかるものと思われます。同様に、シルバー人材セン

ター事業においても、国内産業の空洞化の進行による雇用情勢の不透明さがあり、

就労状況が改善されるまでには、相当な期間が必要になると考えられます。企業

の業績が回復に向かうことは、受注件数や会員の就業機会の増加にもつながるこ

とから、今後の経済動向改善に引き続き期待をいたしております。 

 平成２５年度の事業実績は、前年度に対して、年度末会員数は、１,３７５人で

４７人の減となりましたが、受注件数が５,８３４件で３３４件の増となり就業受

託金額は７１１,００５,２９３円で３,３７２,０８３円の減となりました。受託

件数の増加は、おもに一般家庭からの植木剪定や草取りの受注が増えたことによ

るもので、これは、地域に根差した活動を更に推進するため、家庭や地域の会議

などへの PR 活動や訪問活動を積極的に行なった成果であると思われます。 

シルバー人材センターは、公益社団法人に移行し２年経過しました。センター 

の「自主・自立・共働・共助」の基本理念を再確認し、会員の活躍の場を更に広 

げていくことで地域社会へ貢献できるよう、これからも就業機会の確保及び会員 

の増強を進めてまいります。 

 

２．事業実施状況 

（１）数値目標の達成については、つぎのとおりです。 

  ① 会員数は、前年度に対して４７人減、目標値１，８００人に対して４２５ 

   人減の１，３７５人となりました。（達成率７６.４％） 

  ② 契約金額は、前年度に対して３，３７２，０８３円減、目標値７０１，３ 

５０，０００円に対して９，６５５，２９３円増の７１１，００５，２９３ 

円となりました。（達成率１０１.４％） 

  ③ 就業率は、前年度に対して１９ポイント減、目標値９０％に対して９.９ポ 

イント下回る８０.１％となりました。（達成率８９％） 

 

（２）会員の増強・就業機会の確保・提供について 

① 入会説明会を２１回実施し、延６７２人が参加されました。これにより、 

シルバー人材センター事業の目的や趣旨に賛同した延３０４人が新規に入会 

しました。 
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② 発注者へは、可能な限り依頼を引き受けることを前提に、就業機会の確保

に努めました。また会員へは、希望職種の見直しをお願いすることで未就業

会員の解消を促しました。 

③ 女性会員の入会促進については、女性向けの内容に限定した入会説明会を

開催し、加入促進のＰＲをしました。 

④ ワンコインサービス事業については事業開始から２年目となり、実績が順

調に伸びて１９８件となり、１カ月平均５件程度の受注増となっております。 

⑤ 事業開始から 2 年目となった草刈り事業については、新たに３名の会員が

刈払機取扱作業者安全衛生教育を受講し、一般家庭対象の実績として契約件

数１２２件、就業会員延２８９人、契約金額は１,８０１,８０0 円となりまし

た。 

⑥ 福祉団体の関係者による地域ケア会議や自治会・民間団体などの会合へ積

極的に参加し、チラシ・広報の配布やシルバー人材センター事業の説明など

を行いました。また、病院約１００件へ業務依頼文書を送付したり、普及啓 

発用のポスターを作成し公共施設等へ掲示し、受注確保や拡充を図りました。 

⑦ 上半期に単発作業を利用いただいた発注者にアンケート調査を行い、業務

の円滑な運営を行うための情報収集を行いました。 

 

（３）会員活動の充実について 

  ① 駐輪場管理や公共施設管理に就業している会員を対象に研修を実施し、延

１４回で延５０７人が参加しました。駐輪場管理就業会員には「接遇及び実

務勉強会」、施設管理就業会員には「接遇力向上」というテーマで研修を実施

しました。なお、実務勉強会については就業会員からの要請にもとづき、新

任会員の指導も含めて行われました。 

 

（４）普及啓発活動について 

① 地域や公共団体が主催する祭りなどのイベントに積極的に参加し、チラシ

等を配布するなどシルバー人材センターの普及啓発に努めました。 

② ケーブルテレビ局などに働きかけ、シルバー人材センターの会員活動を紹

介するなど、ＰＲにつなげました。 

③ 広報紙を１回発行し、関係機関を通じて配布するとともに、普及啓発活動

の際にも配布しました。また、会員との情報共有を図るために「事務局便り」

を２回発行しました。 

 

（５）安全・適正就業の推進について 

① 千葉県シルバー人材センター連合会主催の安全適正就業推進員の研修会に

安全委員会委員２名と職員の計３名で参加し、「交通安全対策について」「適

正就業の確保について」「植木剪定に伴う安全対策について」などについての

知識を習得しました。 
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② 「自転車の交通事故防止について」市交通計画課に講師を依頼し、学科と

実技の講習会を東菅野交通公園と南沖交通公園で開催し、駐輪場管理業務で

就業している会員４０名が参加しました。 

③ 会員状況相談書を全会員に送付して、就業会員へは就業内容に変更がなく

適正に就業されているかの確認と、未就業会員へは条件面で折り合わず声掛

けができない可能性もあるので希望職種や希望曜日・時間帯などを申告して

もらいミスマッチなく就業紹介ができるよう努めました。 

④ 就業先と協議して契約内容と会員の就業状況について確認のうえ見直しを

行い、法令に遵守した適正な就業を図りました。 

⑤ 全会員に送付した「事務局だより」に、傷害事故・途上事故の防止や健康

管理についての啓発記事を掲載しました。 

 

（６）社会参加活動の推進について 

  ① シルバー人材センター会員のボランティア団体「くすの木会」の活動とし

て、江戸川クリーン作戦ゴミ拾い（５月）、市の１％支援事業の広報活動チラ

シ配布（７月）、行徳まつり会場内清掃（１０月）を行いました。また、緑地

管理として、市立小中学校（４月）及び市福祉施設（２月）に樹木の剪定作

業を行いました。 

  ② 「くすの木会」の主催による市の１％支援事業で、一般市民向けの「庭木

の手入れ基礎講座」を開催し、16 名の方が受講しました。 

  ③ 地域福祉サービスのネットワークを通じて周知したことで、ワンコインサ

ービスの受注を伸ばしました。 

 

（７）事業推進体制について 

① 法人の運営について、法令で求められている手続き等を適正に行いました。 

② 理事会は６回開催し、事業執行方針や規程・規則の改正など重要な案件を

協議・検討するとともに、概ね月２回の入会申込者の承認を行い、円滑な事

業運営が行えるように努めました。総務委員会は５回開催し、事業全般にか

かわる事柄について意見交換をしました。安全委員会は、１回開催し、会員

の安全・適正な就業についての意見交換を行いました。普及啓発委員会は４

回開催し、会報紙の編集・発行やイベント会場での普及啓発活動など、シル

バー人材センターの事業運営の活性化につながる意見交換をしました。交流

事業委員会は 3 回開催し、会員研修旅行の企画について話し合いました。ま

た、平成 26 年度定時総会をもって任期満了を迎える役員の改選について、

理事及び監事候補者選考委員会を平成 25 年度内に 2 回開催し、新役員候補

者の選考を行いました。 

③ 職員については、全国シルバー人材センター事業協会や千葉県シルバー人

材センター連合会等の研修会に参加して、日常業務の円滑な執行のための知

識を習得しました。   


